
★大分県入試出題内容別・形式別傾向分析（過去4年間）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

漢字を学ぼう ● ● ● ●
熟語を学ぼう ● ● ● ●
語句を学ぼう ● ●
文脈で語句の意味を考えよう

展開をとらえよう ●
心情をとらえよう ● ● ● ●
行動の理由・人物像をとらえよう ● ● ● ●
文章中の表現を味わおう ● ● ●
話題・情報をとらえよう ● ●
指示語・接続語をとらえよう ●
文章を解釈しよう ● ●
理由をとらえよう ● ●
段落構成をとらえよう ● ●
要旨をとらえよう ● ● ●
古文のかなづかい・古語を学ぼう ● ●
古文の会話・主語をとらえよう ●
古文の展開をとらえよう ● ● ● ●
漢文・漢詩を味わおう ●
詩・短歌を味わおう

和歌・俳句を味わおう ●
文の組み立てを知ろう

自立語を学ぼう

付属語を学ぼう ●
敬語を使いこなそう ● ●
グラフ・図表を読み取ろう

話し合いをとらえよう ● ● ●
伝え方の工夫を学ぼう ● ●
課題作文を書こう ● ● ● ●
★聞き取り問題

大問数 5 5 5 5
小問数 29 29 28 30

記号解答 10 13 12 14

記述式解答（漢字の読み書きも含む） 19 16 16 16
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  令和5年度大分県入試の全体傾向
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大問1　言語事項・表現
大問2　小説　　瀧羽麻子「ひこぼしをみあげて」
大問3　論説文　伊勢武史「2050年の地球を予想する――科学でわかる環境の未来」
　　　　　　　 環境省「いのちはつながっている　生物多様性を考えよう」
大問4　古文　「宇治拾遺物語」
大問5　課題作文

標準的な大問5題の構成。漢字の読み書きや行書体の筆順の特徴，敬語，歴史的仮名遣いな
ど，国語の基礎的な知識をまんべんなく出題する傾向も例年通りである。

■表現・話し合いに関する問題の対策
現代文や古文の読解問題の中で，話し合いの文章を用いた設問が出されることが本
県の特徴の一つと言える。また，本年度は手紙文やポスターに関する出題もあり，
表現問題への幅広い理解が求められる。

■複数資料の読み取り問題の対策

文
法

昨年に続き，論説文の大問で，類似したテーマについて述べた二つの文章を読み比
べる問題が出題された。また，課題作文の出題を含んだ大問5は，新聞記事・読み手
の設定・ポスター案など複数の資料が提示されている。各文章や資料を関連付けて
読み取る練習を積んでおきたい。
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